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◆健康医療先進都市の確立へ

　取り組みを加速

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

▲すがすがしい山寺の風景

◆常任委員会

　こんなことが話し合われました

2月臨時会
3月定例会



【結婚新生活支援事業】２，８９８万円
　経済的な理由で結婚に踏み切れない若年層の経済的不安を解消するために、新生活に必要な費用を支援します。

【七日町賑わい創出拠点整備事業】７，４８４万円
　旧大沼をイベントなどで活用するとともに、同施設を含むエリアが将来的に中心市街地をけん引する地域となるよう、中長期の活用方法を検討します。

【市道山形停車場西口線バスベイ整備事業】３，５４０万円

　バス発着の集中による利用者の混雑
状態を回避するため、ＪＲ

山形駅西口にバスベイなどを新設整備
します。

主な新規事業

一般会計　　966億円

全会計総額1,884億円

取り組みを加速取り組みを加速

【妊婦への新型コロナウイルス感染症検査事業】６００万円

　安心して出産を迎えてもらうため、分娩前に新型コ
ロナウイルス

感染症検査を行う場合の費用を支援します。
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▲パパと一緒に楽しくお料理

　
　
　

さ
ら
に
男
性
の
育
児
参
加

が
進
む
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
を
よ
り
強
く
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
市
で
は
、
イ
ク
メ
ン
全
力
応
援

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

社
会
全
体
で
子
育
て
す
る

機
運
醸
成
事
業 

１
９
５
万
円

　

地
域
や
職
場
の
ワ※

ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、

男
性
向
け
講
座
や
男
女
共
同
参

画
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

委
員

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
所
長

プ
ラ
ン
に
よ
り
、
男
性
職
員
の
育

児
休
暇
の
取
得
率
が
３８
・
１
％
と

高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
元

年
度
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
が
行
っ
た
イ
ク
ボ

ス
充
実
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

市
町
村
１
１
８
自
治
体
中
、
本
市

が
第
３
位
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

市
役
所
が
率
先
し
て
取
り
組
む
こ

と
で
、
市
内
全
域
に
波
及
す
る
よ

う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
男
女
共

同
参
画
情
報
紙
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
、

男
性
の
家
事
や
育
児
な
ど
へ
の
参

画
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

移
住
・
定
着
促
進
事
業

 

１
８
５
６
万
円

が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
か
ら
は
、
移
住
先
を
生
活
の

本
拠
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
、
移

住
先
の
市
町
村
が
当
該
事
業
の
関

係
人
口
と
認
め
た
場
合
も
対
象
と

な
る
な
ど
、
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
終
息
し
な
か
っ
た
場
合
の

想
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

集
客
制
限
や
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
配
信
な
ど
、
リ

ス
ク
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
何
ら

か
の
形
で
開
催
す
る
方
向
で
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
、

さ
ら
な
る
啓
発
活
動
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和

山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
開
催
費
補
助
事
業

 

１
億
円

　

市
民
の
文
化
活
動
の
促
進
と

国
際
交
流
を
図
り
ま
す
。

委
員

文
化
振
興
課
長

選
挙
啓
発
に
要
す
る
経
費

 

３２
万
円

　

選
挙
の
啓
発
な
ど
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

選
挙
管
理
委
事
務
局
次
長

３
年
１
月
の
県
知
事
選
挙
は
、
平

成
２５
年
以
降
に
本
市
で
行
っ
た
１３

の
選
挙
の
中
で
一
番
高
い
投
票
率

で
あ
り
、
中
で
も
１８
歳
の
投
票
率

が
６０
％
を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
啓
発
活
動
と
し
て
、
高
校
や
専

門
学
校
な
ど
へ
の
出
前
講
座
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

も
、
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ

た
要
因
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

ど
の
く
ら
い
の
申
請
件
数

を
見
込
み
、
算
出
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

先
行
市
の
申
請

率
を
参
考
に
、
本
市
の
年
間
婚
姻

届
数
約
２
４
０
０
件
の
約
２
％
と

な
る
４８
件
を
見
込
み
積
算
し
た
。

　
　
　

事
業
の
ね
ら
い
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

結
婚
後
も
本
市

に
暮
ら
し
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う

趣
旨
の
も
と
、
結
婚
・
妊
娠
・
出

産
・
育
児
の
切
れ
目
な
い
支
援
に

向
け
た
入
り
口
と
し
て
実
施
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

 

２
８
９
８
万
円

　

経
済
的
な
理
由
で
、
結
婚
に

踏
み
切
れ
な
い
若
年
層
に
対
し
、

結
婚
に
伴
う
新
生
活
に
必
要
な

費
用
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　

移
住
支
援
金
の
対

象
と
な
る
東
京
圏
と
は
、

具
体
的
に
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
、 

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
県
が
運
営
す
る
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
る
求
人
に
応
募
し
、

就
職
し
た
場
合
に
支
援
金

　

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
設
置
や
セ
ミ

ナ
ー
開
催
な
ど
で
、
本

市
へ
の
移
住
・
定
着
を

促
進
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

令和３年度当初予算を可決

健康医療先進都市の確立へ健康医療先進都市の確立へ

※　ワーク・ライフ・バランス…仕事と生活の調和。仕事もプライベートもどちらも充実させる働き方・生き方。
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カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
二
次
元

コ
ー
ド
決
済
な
ど
、
現
在
使
用
で

き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
手

段
は
、
す
べ
て
網
羅
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　

保※

育
所
等
利
用
調
整
Ａ
Ｉ

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
待
機
児

童
対
策
に
も
活
用
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
待
機
児
童
数
の
推
移
は
ど

う
か
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ど
の
程
度
の
事
務
の
軽
減
が

図
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

毎
年
度
４
月
現

在
の
待
機
児
童
数
は
、
平
成
２９
年

度
が
４
人
、
３０
年
度
が
２７
人
、
３１

年
度
が
３９
人
、
令
和
２
年
度
が
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
入
所
事
務
作
業
と
し
て
年
間

５
０
０
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た

が
、
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
り
、
２０
時
間
ほ
ど
に
短

縮
さ
れ
る
た
め
、
事
務
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

保
育
所
入
所
事
務
に
要
す
る

経
費 

７
３
７
万
円

　

保
育
所
の
入
所
に
関
す
る
事

務
手
続
き
な
ど
に
要
す
る
経
費

で
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　

令
和
２
年
度
と
比
べ
て
大

き
く
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
詳

し
い
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
や
ガ
ウ

ン
、
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
を
整
備
す
る

た
め
の
感
染
症
対
策
事
業
費
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
を
行
う
た
め
の
事

業
費
や
入
院
費
な
ど
の
公
費
負
担

費
用
を
増
額
し
て
い
る
。
ま
た
、

感
染
症
の
予
防
に
係
る
知
識
の
普

及
・
啓
発
事
業
費
に
関
し
て
も
、

２
年
度
よ
り
増
額
計
上
し
て
い
る
。

感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費

 

５
２
４
８
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
対
策
に
要
す
る
経
費

で
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

な
ど
で
の
募
集
に
加
え
、
若
手
の

市
職
員
や
学
生
の
入
団
促
進
に
着

手
し
て
い
る
。
今
後
は
、
機
能
別
消

防
団
員
制
度
の
導
入
や
消
防
団
活

動
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
、
よ

り
入
団
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行

い
、
団
員
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
、

具
体
的
な
制
度
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
べ
て
の

災
害
活
動
や
消
防
団
活
動
に
参
加

す
る
基
本
団
員
と
は
別
に
、
入
団

時
に
決
め
た
特
定
の
活
動
の
み
に

参
加
す
る
補
完
的
な
制
度
で
、
２

年
４
月
現
在
、
５
５
８
市
町
村
で

導
入
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
災
害

時
に
限
っ
た
活
動
や
、
日
頃
の
防

火
広
報
や
機
械
・
器
具
の
点
検
な

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

　
　
　

消
防
団
員
の
定
数
に
対
し
、

予
算
上
の
団
員
数
は
ど
う
か
。
ま

た
、
消
防
団
員
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
６
２

人
の
定
数
に
対
し
、
１
７
０
０
人

分
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
令

和
３
年
３
月
１
日
現
在
の
実
人
数

は
１
６
０
１
人
と
な
っ
て
お
り
、

新
規
入
団
者
を
増
や
す
た
め
、
各

地
域
の
分
団
内
に
お
け
る
勧
誘
活

動
は
も
と
よ
り
、
広
報
や
ま
が
た

非
常
備
消
防
の
運
営
に
要
す
る

経
費 

１
億
６
８
８
４
万
円

　

消
防
団
の
運
営
な
ど
に
要
す

る
経
費
で
す
。

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
活
動
の
在
り
方
を
検

討
し
た
い
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
支
払

い
が
可
能
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト

市
民
課
窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
導
入
事
業

 

４７
万
円

　

市
民
課
の
窓
口
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
導
入
し
ま
す
。

委
員

市
民
課
長

　
　
　

令
和
３
年
３
月
１
日
よ
り
、

山
形
市
子
ど
も
の
受
動
喫
煙
防
止

条
例
が
施
行
さ
れ
た
が
、
令
和
３

年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
る
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

条
例
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
市
民
な
ど
に
周
知
す

る
た
め
、
の
ぼ
り
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
市
内
の
小
・
中
学

校
や
保
育
園
、
市
有
施
設
な
ど
に

配
布
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
要
す
る

経
費 

７４
万
円

　

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、

知
識
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
い

ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

▲災害に備え、機材点検を行う消防団員

▲たばこの煙から子どもたちを守ろう

※　保育所等利用調整ＡＩマッチングシステム…‌‌職員が保護者からの申請書をもとに入園希望の保育園や家庭状況などをシステムに入力し、
ＡＩが配点基準や優先順位などの複雑な条件を組み合わせて保育園を割り当てるシステム。
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投
資
に
よ
り
、
作
業
負
担

が
軽
減
し
て
も
、
収
入
増
に
直
結

す
る
の
か
、
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。

理
解
促
進
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　

取
り
入
れ
や
す
い
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
作
業
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
機
器
な
ど
は
広
く
補
助
対
象

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

 

３
３
０
万
円

　

作
業
負
担
を
軽
減
す
る
農
業

用
具
な
ど
の
導
入
費
や
、
ド

ロ
ー
ン
操
縦
に
必
要
な
資
格
取

得
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た

授
業
用
に
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
整
備

す
る
な
ど
、
児
童
や
生
徒
の
健
康

に
留
意
し
た
学
習
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
、
学
校
か

ら
の
要
望
を
確
認
し
、
健
康
に
配

慮
す
る
上
で
必
要
な
環
境
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
立
小
・
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
事
業

 

１
億
５
７
３
５
万
円

　

小
・
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　

交
付
額
を
５
０
０
０
円
か

ら
２
万
円
に
増
額
し
た
根
拠
は
何

か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
内
の
他
自
治

体
の
交
付
額
の
状
況
や
、
高
齢
者
外

出
支
援
事
業
の
自
己
負
担
額
な
ど

を
勘
案
し
、
２
万
円
と
設
定
し
た
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

タ
ク
シ
ー
券
交
付
事
業

 

８
１
４
万
円

　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
適

切
な
返
納
の
促
進
と
、
閉
じ
こ

も
り
防
止
や
外
出
機
会
の
確
保

を
支
援
す
る
た
め
、
７０
歳
以
上

の
免
許
返
納
者
へ
、
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　

被
害
の
軽
減
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
の
か
。

ま
た
、
捕
獲
数
の
目
標
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

高

瀬

地

区

で

３
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
楯
山
地

区
で
５
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
予
定

で
あ
る
た
め
、
補
助
を
行
う
。
ま

た
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
目
標
を 

６
０
０
頭
と
し
対
策
を
強
化
す
る
。

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策
事
業

 

５
４
７
３
万
円

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
止
し
、
安
定
し
た
農
業

生
産
を
守
る
た
め
、
捕
獲
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

委
員

農
村
整
備
課
長

ン
グ
な
ど
も
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　
　
　

店
側
か
ら
も
要
望
が

あ
る
こ
と
に
加
え
、
６※
１

次
産
業
化

の
推
進
に
も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
に
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機

会
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

首
都
圏
か
ら
参
加
す
る
新

成
人
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
補

助
な
ど
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ク
チ

ン
の
接
種
状
況
や
感
染
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
１２
人
か

農
政
課
長

成
人
の
祝
賀
式
及
び

記
念
行
事
費 

４
９
０
万
円

　

成
人
の
祝
賀
式
を
開
催
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
支
援

事
業 

２
９
２
１
万
円

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
授
業
に
対
す
る
Ｉ※
２

Ｃ
Ｔ
機

器
の
効
果
的
な
運
用
や
助
言
と
、

児
童
や
生
徒
の
情
報
機
器
操
作

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
増
員
し
ま
す
。

委
員

　
　
　

地
産
地
消
の
店
の

認
定
店
舗
数
拡
大
に
向 

け
、
農
業
者
と
の
マ
ッ
チ

食
育
・
地
産
地
消
推
進

事
業 

６
０
７
万
円

　

地
元
農
産
物
の
さ
ら

な
る
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ

と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
や
、

地
産
地
消
の
店
認
定
証

の
デ
ザ
イ
ン
更
新
な
ど

を
行
い
ま
す
。

委
員

ら
１６
人
に
増
員
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
増
員
の
時
期

は
い
つ
か
。
ま
た
、
支
援

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３

年
９
月
か
ら
の
増
員
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

学
校
か
ら
の
要
望
に
基
づ

き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
派
遣

す
る
体
制
と
な
る
予
定
で

あ
る
が
、
状
況
を
見
な
が

ら
、
学
区
ご
と
の
担
当
制

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

学
校
教
育
課
長

▲地産地消の拡大を！

▲ＩＣＴ教育のため、小・中学校に導入された情報機器

※１　６次産業…‌‌農林水産業者が、農畜水産物の生産（１次産業）だけでなく、食品加工（２次産業）や、流通・販売（３次産業）にも業務展開
する経営形態。

※２　ＩＣＴ…‌‌Information‌and‌Communication‌Technologyの略称。情報通信技術、情報伝達技術。パソコン、スマートフォンなどのさま
ざまな形状のコンピューターを使った情報処理や通信技術の総称。
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が
増
え
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ
向
け
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
き

店
舗
が
中
心
市
街
地
活
性
化
の
阻

害
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
企
業
の
出
店
希
望
条
件

を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
テ※

ナ
ン

ト
リ
ー
シ
ン
グ
を
行
え
る
人
材
を

育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

停
車
可
能
な
バ
ス
の
台
数

を
３
台
か
ら
２
台
に
変
更
し
た
こ

と
で
、
工
事
費
に
変
更
は
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
ベ
イ
と
し

て
整
備
す
る
最
大
の
長
さ
を
算
定

し
、
工
事
費
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
山
形
警
察
署
お
よ
び

バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
よ
り
安
全
な
運
行
の
た
め

に
は
、
３
台
分
で
は
若
干
窮
屈
で

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

市
道
山
形
停
車
場
西
口
線

バ
ス
ベ
イ
整
備
事
業

 

３
５
４
０
万
円

　

山
形
駅
東
口
の
バ
ス
発
着
の

集
中
に
よ
る
利
用
者
の
混
雑
状

態
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
バ
ス

ベ
イ
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

委
員

道
路
整
備
課
長

す
る
基
準
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

護
岸
の
浸
食
が

進
み
、
危
険
性
が
高
い
と
こ
ろ
か

ら
順
次
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

済
生
館
前
駐
車
場
の
使
用

料
収
入
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

入
院
患
者
と
の

面
会
の
制
限
な
ど
に
よ
り
、
使
用

料
収
入
は
減
少
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

河
川
整
備
課
長

駐
車
場
事
業
会
計

 

５
億
５
０
６
２
万
円

　

市
営
駐
車
場
の
管
理
・
運
営

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

出
し
た
テ
ラ
ス
化
を
年
間
通
し
て

実
施
す
る
こ
と
な
ど
の
話
し
合
い

を
商
店
街
と
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

七
日
町
大
通
り
で
は
、
一
部
区
間

の
車
道
を
一
車
線
に
し
、
歩
行
者

用
に
広
く
使
用
し
た
場
合
の
効
果

な
ど
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
廃
業
す
る
店

山
形
市
中
心
市
街
地
活
性
化

戦
略
推
進
事
業

 

３
５
９
４
万
円

　

中
心
市
街
地
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
実
現
に
向
け
、
人
材
育

成
や
新
た
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

推
進
を
図
る
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

　
　
　

本
格
的
な
社
会
実
験
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
う
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ず
ら

ん
商
店
街
と
七
日
町
大
通
り
の
２

カ
所
で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

す
ず
ら
ん
商
店
街
で
は
、
令
和
２

年
夏
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
試
行
し
た
、
歩

道
の
一
部
に
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を

中
心
市
街
地
歩
行
者
空
間

創
出
等
事
業 

３
７
６
９
万
円

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
道
路
空
間
の
利
活
用

の
さ
ら
な
る
高
度
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
社
会
実
験
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

タ
ー
担
い
手
確
保
支
援
事
業
費
補

助
金
の
具
体
的
な
補
助
内
容
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

除
雪
業
務
の
担

い
手
確
保
の
た
め
、
市
道
の
除
排

雪
事
業
者
に
対
し
、
機
械
の
運
転

に
必
要
な
免
許
取
得
に
要
す
る
費

用
約
１２
万
円
の
う
ち
、
本
市
と
県

が
そ
れ
ぞ
れ
４
万
円
を
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

整
備
を
行
う
河
川
を
選
定

道
路
維
持
課
長

河
川
改
修
に
要
す
る
経
費

 

３
６
８
２
万
円

　

都
市
機
能
強
化
の
た
め
、
河

川
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

あ
る
た
め
、
２
台
分
へ
変

更
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
工
事
規
模
に
は
変
更

が
な
い
た
め
、
工
事
費
は

変
わ
ら
な
い
。

　
　
　

除
雪
オ
ペ
レ
ー

道
路
の
除
排
雪
に

要
す
る
経
費

４
億
７
９
８
８
万
円

　

冬
期
間
の
除
雪
活
動

を
迅
速
か
つ
適
切
に
行

い
ま
す
。

委
員

▲冬道の安全を守る除雪車両

▲歩道をテラス席として利用

※　テナントリーシング…空き店舗や共同店舗に新しいテナントを探して、誘致すること。
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自
営

業
者
な
ど
の
国
保
税
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
減
免

制
度
の
申
請
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

減
免
要
件

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
比
で
１０

分
の
３
以
上
の
収
入
減
少
と
な
っ

た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
令
和
３
年

１
月
３１
日
現
在
の
減
免
決
定
件
数

は
、
３
１
８
件
で
、
減
免
額
は
、

５
６
６
９
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

 

２
１
９
億
８
９
８
９
万
円

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
要

す
る
経
費
で
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　

病
児
・
病
後
児
保
育
室
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
の
稼
働
率
は
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
予
算
化
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度

ま
で
は
４０
％
弱
の
利
用
率
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
３
年
１
月
ま
で
の
利
用
率
は

約
１３
％
と
な
っ
た
。
例
年
の
３
分

の
１
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
例
年

通
り
の
額
を
計
上
し
て
い
る
。

市
立
病
院
済
生
館
事
業
会
計

 

１
４
８
億
３
３
７
４
万
円

　

済
生
館
と
済
生
館
高
等
看
護

学
院
の
運
営
・
管
理
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

済
生
館
管
理
課
長

は
減
少
し
て
い
る
が
、
家
庭
に
お

け
る
使
用
量
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
水
の
使
用
量
お
よ
び
給
水

収
益
は
全
体
的
に
増
加
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
　
　

浄
水
単
価
の
低
い
松
原
浄

水
場
の
稼
働
を
増
や
し
、
水
道
料

金
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
原
浄

水
場
の
稼
働
率
を
上
げ
、
見
崎
浄

水
場
へ
水
を
融
通
す
る
な
ど
、
限

ら
れ
た
水
源
を
で
き
る
だ
け
有
効

に
使
い
な
が
ら
、
効
率
的
な
運
用

を
行
っ
て
お
り
、
水
道
料
金
が
上

が
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　
　
　

積
雪
時
の
路
面
段
差
を
解

消
す
る
た
め
の
、
マ
ン
ホ
ー
ル
断

熱
中
蓋
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ン
ホ
ー
ル

約
３
万
４
０
０
０
カ
所
の
う
ち
、

市
道
の
東
西
線
を
中
心
に
、
約 

７
３
０
０
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

委
員

水
運
用
セ
ン
タ
ー
所
長

公
共
下
水
道
事
業
会
計

 

１
７
１
億
９
５
７
１
万
円

　

下
水
道
の
普
及
促
進
や
汚
水

管
の
長
寿
命
化
、
雨
水
管
の
整

備
に
よ
る
浸
水
対
策
な
ど
に
要

す
る
経
費
で
す
。

委
員

下
水
道
建
設
課
長

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
給
水

収
益
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

宿
泊
・
飲
食

業
関
係
に
お
け
る
使
用
量

水
道
事
業
会
計

９３
億
９
３
８
７
万
円

　

安
全
で
良
質
な
水
道

水
の
安
定
供
給
の
た
め

の
業
務
や
、
老
朽
配
水

管
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

業
務
課
長

▲病気や回復期の子どもを預かる「ひなたぼっこ」

直接傍聴に出掛けるのがためらわれる
こんなご時世だからこそ

本会議など生中継・録画配信中

インターネットで簡単視聴！

　パソコンやスマートフォン、タブレットで、議会での議論の

様子を生中継で視聴することができます。

　また、過去の会議の録画映像もご覧いただけますので、ご活

用ください。

　生中継や録画でご覧いただける会議は、本会議や予算委員会、

決算委員会、全員協議会です。

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継 こちらからこちらから
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▲本格活用に向け、準備が進む山形まなび館

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た

事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
の
補
正
予
算
を
可
決

補 正 予 算

３月の主な補正予算
一般会計 ３３億７４７万円

●Ｑ
※

１プロジェクト推進事業
　  １０億５，７１８万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●感染予防及び経済活動再開対策
　感染症影響事業者支援給付金
　  ５億２，３６１万円

●西山形小学校校舎等改築事業
　  ５億１，４０７万円

●道路・橋りょう新設改良事業
　  ２億４，１０７万円

●介護サービス基盤整備事業
　  １億６，５９７万円

●新型コロナウイルス感染症対策
　雇用調整助成金申請支援補助金
　  １億７７７万円

　
　
　

面
積
に
係
る
使
用
料
の
ほ

か
、
売
上
高
に
係
る
使
用
料
も
補

助
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

卸
売
業
者

だ
け
で
は
な
く
、
仲
卸
業
者
も
含

め
た
多
く
の
事
業
者
を
対
象
と
す

る
た
め
、
面
積
に
係
る
施
設
使
用

料
の
み
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　
　

導
入
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
で
も
利
用
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｓス

イ

カ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動
再
開

対
策
公
設
地
方
卸
売
市
場
内

事
業
者
支
援
補
助
金

 

１
１
４
２
万
円

　

外
食
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
卸
売

市
場
内
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動
再
開

対
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
東
部

及
び
西
部
循
環
線
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
導
入
事
業

 

１
１
５
０
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
全
車
両

に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
機

器
を
導
入
し
、
利
便
性
向
上
と

感
染
リ
ス
ク
軽
減
を
図
り
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　

具
体
的
な
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
な
か
の
店

舗
や
、
ま
な
び
館
で
の
山
形
交
響

楽
団
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
と
協
働
し
た
回

遊
型
の
音
楽
会
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
体
工
事
は
３

委
員

文
化
振
興
課
長

Ｑ
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

 

１０
億
５
７
１
８
万
円

　

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い

た
改
修
工
事
な
ど
を
、
前
倒
し

で
実
施
し
ま
す
。

委
員

文
化
振
興
課
長

基
本
と
し
て
お
り
、
バ
ス

の
定
期
券
利
用
や
運
賃
の

支
払
い
な
ど
が
可
能
と
な

る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
の
利
用
や

電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る
物
品

購
入
な
ど
が
可
能
で
あ
る
。

文
化
振
興
基
金
積
立
金

 

１
０
０
０
万
円

　

ま
ち
な
か
回
遊
型
音

楽
会
実
施
に
向
け
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

金
を
積
み
立
て
ま
す
。

年
度
中
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
４
年
度
の
前
半
に
外

構
工
事
を
行
い
、
令
和
４
年
９
月

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　

何
カ
所
の
施
設
に
対
す
る

予
算
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

水
害
対
策
に
伴

う
改
修
で
４
事
業
所
分
、
非
常
用

自
家
発
電
設
備
の
整
備
で
１
事
業

所
分
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業

 

１
億
６
５
９
７
万
円

　

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い

た
５
事
業
の
整
備
を
前
倒
し
で

実
施
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
の
申

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動
再
開

対
策
感
染
症
影
響
事
業
者
支
援

給
付
金 

５
億
２
３
６
１
万
円

　

大
き
な
影
響
を
受
け
た
事
業

者
を
緊
急
的
に
支
援
し
ま
す
。

委
員

請
を
し
た
後
で
な
け
れ
ば
給
付
金

の
申
請
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ

ナ
対
策
宣
言
店
と
給
付
金
の
同
時

申
請
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
　
　

店
舗
を
構
え
て
い
な
い
事

業
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
舗

を
構
え
て
一
般
消
費
者
に
サ
ー
ビ

ス
や
商
品
を
提
供
し
て
い
る
事
業

者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
卸
売
業

者
も
事
業
所
な
ど
で
一
般
消
費
者

へ
販
売
し
て
い
れ
ば
対
象
と
な
る
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

※　Ｑ１プロジェクト…第一小学校旧校舎を創造都市やまがたの拠点として再整備するための活用実験プロジェクト。
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▲災害に備え導入する排水ポンプ車

　
　
　

具
体
的
な
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

山
形
休
暇
セ
ン

タ
ー
線
の
全
長
約
４
４
３
メ
ー
ト

ル
の
既
存
散
水
設
備
の
老
朽
化
に

伴
い
、
無
散
水
方
式
へ
の
改
良
を

行
う
ほ
か
、
山
形
駅
前
の
旧
ビ
ブ

レ
跡
地
周
辺
歩
道
の
消
雪
設
備
の

改
修
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

学
校
の
規
模
に
応
じ
た
感

染
症
対
策
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
人
以
下

の
小
規
模
校
は
８０
万
円
、
３
０
１

人
か
ら
５
０
０
人
ま
で
の
中
規
模

校
は
１
２
０
万
円
、
５
０
１
人
以

上
の
大
規
模
校
は
１
６
０
万
円
と

交
付
金
の
上
限
額
が
示
さ
れ
て
お

り
、
学
校
長
の
判
断
で
の
消
耗
品

購
入
を
想
定
し
て
い
る
。

消
雪
設
備
更
新
事
業

 

１
億
円

　

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い

た
消
雪
設
備
の
更
新
を
前
倒
し

で
実
施
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

小
中
学
校
感
染
症
対
策
事
業

 

５
７
６
０
万
円

　

小
・
中
学
校
の
感
染
症
対
策

に
必
要
な
用
品
な
ど
の
購
入
や

教
職
員
研
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　

８
市
町
（
山
形
市
、
寒
河

山
形
広
域
炊
飯
施
設

建
設
事
業
の
債
務
負
担
行
為

 

限
度
額
１１
億
３５
万
円

　

令
和
４
年
４
月
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
債
務
負
担
行
為
を

設
定
し
ま
す
。

委
員

江
市
、
上
山
市
、
村
山
市
、
山
辺

町
、
中
山
町
、
河
北
町
、
大
石
田

町
）
が
共
同
で
建
設
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
各
市
町
の
負
担
割
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

建
設
費
の
ほ
か
、
施
設
の

維
持
管
理
費
用
な
ど
も
含
め
、
各

市
町
の
食
数
で
負
担
金
を
按
分
す

る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

学
校
給
食
用
炊
飯
施
設
建
設
推
進

室
長

　
　
　

所
得
制
限
撤
廃
の
詳
細
は

ど
う
か
。
ま
た
、
周
知
方
法
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

夫
婦
の
合
算
所

得
７
３
０
万
円
未
満
と
し
て
い
た

所
得
制
限
が
撤
廃
と
な
る
。
ま
た
、

医
療
機
関
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
が
、
今
後

さ
ら
な
る
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

４
年
４
月
か
ら
保
険
適
用

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

 

３
６
２
万
円

　

令
和
３
年
１
月
以
降
に
治
療

が
終
了
し
た
方
へ
の
助
成
を
拡

充
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

委
員

と
な
っ
て
も
、
市
単
独
で
の
助
成

を
続
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
、
国
か
ら

の
情
報
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　

排
水
ポ
ン
プ
車
の
使
用
に

対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
７
月

豪
雨
の
際
、
須
川
で
内
水
被
害
が

発
生
し
、
国
で
は
排
水
ポ
ン
プ
車

母
子
保
健
課
長

排
水
ポ
ン
プ
車
導
入
事
業

 

５
６
４
０
万
円

　

令
和
４
年
度
に
予
定
し
て
い

た
排
水
ポ
ン
プ
車
の
購
入
を
前

倒
し
で
行
い
ま
す
。

委
員

河
川
整
備
課
長

を
２
台
出
し
て
対
応
し
た

が
、
足
り
な
い
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
須
川
沿
い

に
配
備
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

車
両
を
取
り
扱
う

業
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

受
注
生

産
と
な
る
特
殊
車
両
で
あ

り
、
国
内
で
製
造
し
て
い

る
の
は
２
者
の
み
で
あ
る
。

納
車
ま
で
に
約
７
カ
月
か

か
る
た
め
、
４
年
４
月
か

ら
の
供
用
開
始
を
考
え
て

い
る
。

委
員

河
川
整
備
課
長

２月臨時会

　２月臨時会を令和３年２月８日に開催しました。

　早急な対応が必要となる新型コロナウイルスワクチンの接種体制の

構築に係る事業、中心市街地のにぎわい創出などに関する令和２年度

一般会計補正予算が上程され、各分科会に分割付託の上、審査を行い

ました。

　詳細な審査の後、本会議を再開し、予算委員長の報告を受けて採決

した結果、全員異議なく可決しました。

●新型コロナウイルスワクチン接種事業　  ８億６，０００万円

●除排雪等委託料　  ３億５，０００万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

２月の補正予算 一般会計 １４億６，４１５万円

9

令和3年5月1日／216号令和3年5月1日／216号

やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
　

保
険
料
の
減
免
に
対
す
る

財
源
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
が
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
１２
年
１１
月

２４
日
付
の
国
の
事
務
連
絡
に
よ
り
、

「
介
護
保
険
料
の
減
免
に
対
す
る

財
源
と
し
て
、
一
般
財
源
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
」
と

す
る
介
護
保
険
料
減
免
に
対
す
る

原
則
が
示
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も

遵
守
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

基
礎
研
修
の
受
講
や
指
針

の
整
備
、
業
務
継
続
計
画
の
策
定

な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
、
３
年
間

は
努
力
義
務
と
の
こ
と
だ
が
、
経

過
措
置
期
間
中
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

経
過
措
置
期
間

中
で
は
あ
る
が
、
実
地
指
導
に
よ

り
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
計
画
策

定
や
基
礎
研
修
の
受
講
な
ど
が
で

福

祉

介
護
保
険
料
の
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
を
改
定

委
員

介
護
保
険
課
長

省
令
の
改
正
に
伴
い
、
山
形
市

居
宅
指
定
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

設
備
や
運
営
の
基
準
を
改
定

委
員

指
導
監
査
課
長

き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　

該
当
す
る
事
業
所
数
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

介
護
老
人
福
祉

施
設
は
１５
施
設
、
介
護
老
人
保
健

施
設
は
５
施
設
、
介
護
医
療
院
は

１
施
設
で
あ
る
。

　
　
　

就
労
移
行
支
援
を
行
う
就

労
支
援
員
の
常
勤
要
件
を
廃
止
す

る
が
、
こ
れ
ま
で
常
勤
だ
っ
た
職

員
が
非
常
勤
職
員
に
な
る
こ
と
で
、

人
員
体
制
が
手
薄
に
な
る
可
能
性

は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

人
員
体
制
が
手

薄
に
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
が
、
国
は
、
常
勤
職
員
で
な
く

て
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
は
招

か
な
い
と
し
て
基
準
を
算
定
し
て

い
る
。
就
労
移
行
支
援
利
用
者
が

就
労
継
続
事
業
や
就
労
定
着
支
援

事
業
を
利
用
す
る
際
に
、
同
じ
支

援
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
　
　

１
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
定
員

が
、
「
お
お
む
ね
１０
人
以
下
」
か

ら
「
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
１０
人

以
下
と
し
、
１５
人
を
超
え
な
い
」

と
定
員
基
準
が
変
わ
る
こ
と
で
、

介
護
職
員
の
負
担
が
増
え
る
懸
念

が
あ
る
が
、
こ
の
基
準
に
合
わ
せ

る
施
設
が
出
て
く
る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
が
２０
回
を
超

委
員

指
導
監
査
課
長

委
員

指
導
監
査
課
長

委
員

指
導
監
査
課
長

常任委員会

こんなことが話し合われました！！

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会で

で
看
護
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

虐
待
の
発
生
・
再
発
を
防

止
す
る
た
め
の
委
員
会
の
開
催
、

指
針
の
整
備
、
研
修
の
実
施
や
担

当
者
の
設
置
を
義
務
付
け
る
と
の

こ
と
だ
が
、
各
施
設
の
現
時
点
に

お
け
る
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
も
従
業
員

へ
の
研
修
の
実
施
や
虐
待
防
止
の

た
め
の
責
任
者
の
設
置
は
努
力
義

務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
虐
待
防

止
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設

置
と
、
検
討
結
果
を
従
業
員
に
周

知
徹
底
す
る
項
目
が
加
わ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
市
内
に
委
員

会
を
設
置
し
て
い
る
事
業
所
は
な

い
た
め
、
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

委
員

指
導
監
査
課
長

　
　
　

新
設
箇
所
は
、
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
利
用
可
能
と
な
る

の
か
。
ま
た
、
廃
止
箇
所
は
、
い

つ
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

新
設
の
３
カ

所
は
、
３
年
４
月
１
日
か
ら
の
供

用
開
始
予
定
で
あ
る
。
廃
止
す
る

上
谷
柏
第
２
児
童
遊
園
は
令
和
２

年
７
月
豪
雨
時
か
ら
危
険
な
た
め

使
用
禁
止
と
し
た
。
ほ
か
の
２
カ

所
は
、
３
年
４
月
１
日
廃
止
す
る
。

こ

ど

も

児
童
遊
園
の
３
カ
所
を
廃
止

し
、
新
た
に
設
置

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

え
る
審
議
を
行
い
、
出
し

た
結
論
で
あ
る
が
、
施
設

の
許
容
限
度
を
増
や
す
こ

と
も
必
要
で
あ
り
、
本
市

で
も
需
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

現
状
で
恒
常
的
に

医
療
的
ケ
ア
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
障
が
い
児

が
い
る
事
業
所
は
ど
の
程

度
あ
る
の
か
。
ま
た
、
看

護
職
員
は
配
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
４

事
業
所
あ
り
、
全
事
業
所

委
員

指
導
監
査
課
長

▲新設された南原児童遊園
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▲令和３年４月から市の借上施設となるあかねケ丘陸上競技場

が
４
０
０
０
万
円
か
ら
５
０
０
０

万
円
と
な
り
、
最
大
控
除
額
も‌

４
０
０
万
円
か
ら
５
０
０
万
円
と

な
る
な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
る
。
性
能
向
上
計
画
認
定
申
請

は
、
省
エ
ネ
設
備
設
置
部
分
の
容

積
率
が
緩
和
さ
れ
た
。
ま
た
、
性

能
基
準
適
合
認
定
申
請
は
、
認
定

の
旨
を
建
物
に
表
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
建
築
物
の
売
買
の
際
に
広

告
表
示
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

　
　
　

一
般
住
宅
に
も
適
用
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
改
正
に

よ
り
、
適
合
義
務
が
あ
る
の
は
住

宅
以
外
の
建
物
で
あ
り
、
一
般
住

宅
は
適
合
の
義
務
は
な
い
が
、
適

合
す
る
場
合
は
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

な
ど
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　
　

古
い
地
名
を
使
用
し
て
い

る
路
線
が
あ
る
が
、
市
道
の
名
付

け
に
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

既
存
路
線
を
変

更
す
る
場
合
、
歴
史
的
背
景
を
考

慮
し
、
元
と
な
る
路
線
名
を
残
し

な
が
ら
決
め
て
い
る
。

委
員

建
築
指
導
課
長
補
佐

市
道
の
認
定
を
審
査

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

条
例
改
正
に
よ
り
、
大
き

く
変
更
と
な
る
部
分
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

占
用
料
の
単
価

を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
正

前
に
比
べ
１５
％
程
度
、
約
１
０
０

０
万
円
の
増
収
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
　

条
例
改
正
に
よ
り
、
増
収

と
な
る
見
込
み
額
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

改
正
前
に
比
べ

３
％
程
度
、
約
３
万
円
の
増
収
を

山
形
市
道
路
占
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正

委
員

道
路
維
持
課
長

山
形
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

委
員

道
路
維
持
課
長

見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
同
一
の
者
と
連
続
し
て
３
回

ま
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
包

括
外
部
監
査
人
と
の
契
約
は
何
回

目
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
か

ら
こ
れ
ま
で
２
年
間
契
約
を
締
結

し
て
お
り
、
３
年
度
で
３
回
目
の

契
約
と
な
る
。

市

役

所

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結

委
員

行
政
経
営
課
長

　
　
　

地
元
か
ら
児
童
遊
園
を
廃

止
し
た
い
旨
の
相
談
や
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
廃
止
手
続
き
は
可

能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

地
元
の
世
話

人
や
町
内
会
な
ど
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
は
、
廃
止
の
手
続
き

も
可
能
で
あ
る
。

　
　
　

あ
か
ね
ケ
丘
陸
上
競
技
場

の
駐
車
場
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長文　

化
・

ス
ポ
ー
ツ

山
形
市
体
育
施
設
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正

委
員

う
場
合
、
使
用
料
は
発
生
す
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
で
は
こ

れ
ま
で
無
料
と
し
て
お
り
、
本
市

も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
る
。

　
　
　

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計

画
認
定
申
請
手
数
料
に
て
、
減
額

と
な
る
部
分
と
変
更
の
な
い
部
分

が
あ
る
が
違
い
は
何
か
。

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

ま
ち
づ
く
り

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

基
準
に
係
る
省
令
の
改
正
に
伴
い
、

申
請
手
数
料
を
改
定

委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申

請
手
数
料
は
国
の
算
定
基

準
に
基
づ
き
、
算
定
し
て

い
る
。
今
回
の
減
額
部
分

は
、
着
工
割
合
が
著
し
く

多
い
区
分
で
あ
り
、
認
定

制
度
の
普
及
を
図
る
意
味

で
減
額
と
し
て
い
る
。

　
　
　

制
度
の
認
定
を
受

け
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

低

炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
控
除

対
象
と
な
る
借
入
限
度
額

建
築
指
導
課
長
補
佐

委
員

建
築
指
導
課
長
補
佐

　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わ

せください。

☎０２３（６４２）８４０４

６月１７日（木）

　　～７月２日（金）

６月定例会の日程
（予定）
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未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え

な
い
中
、
医
療
従
事
者
は
、
厳
し

い
人
員
体
制
で
心
身
と
も
に
疲
弊

し
た
状
態
で
休
む
こ
と
な
く
患
者

の
い
の
ち
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
の

は
国
の
責
務
で
あ
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
系
医
療
に
お
い
て
中
心
的

役
割
を
果
た
す
よ
う
機
能
強
化
す

る
こ
と
が
、
地
域
医
療
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
よ
っ
て
、
国
立

病
院
の
機
能
強
化
を
要
望
す
る
。

国
立
病
院
の
機
能
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　

任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
の
選
任

に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

玉た
ま 

田だ　

芳よ
し 

和か
ず　
　

氏

　

任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
の
選
任

に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

峯み
ね 

田た　

典の
り 

明あ
き　
　

氏

　

任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の
選
任
に

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

【
小
白
川
財
産
区
管
理
委
員
】

　

會あ
い 

田た　

彦ひ
こ 

夫お　
　

氏

　

安あ 

達だ
ち　

昭
し
ょ
う　

市い
ち　
　

氏

　

岡お
か 

崎ざ
き　

武た
け 

也や　
　

氏

　

今こ
ん 

野の 

久く

仁に

正ま
さ　
　

氏

　

佐さ 

藤と
う　

善ぜ
ん 

紀き　
　

氏

　

佐さ 

藤と
う　

 

　

紘
ひ
ろ
し　
　

氏

　

髙た
か 

嶋し
ま　

秀ひ
で 

雄お　
　

氏

【
関
沢
財
産
区
管
理
委
員
】

　

市い
ち 

川か
わ　

幸ゆ
き 

博ひ
ろ　
　

氏

　

伊い 
藤と
う　

 

　

勲
い
さ
お　
　

氏

　

岡お
か 
本も
と　

健け
ん 

三ぞ
う　
　

氏

人
事
案
件

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

小
白
川
・
関
沢
・
山
寺
下し
も

組ぐ
み

財
産

区
管
理
委
員
の
選
任
に
同
意

　

小こ 

林
ば
や
し 

冨ふ

士じ

男お　
　

氏

　

佐さ 

藤と
う　

好よ
し 

美み　
　

氏

　

渋し
ぶ 

谷や　

俊
し
ゅ
ん　

一い
ち　
　

氏

　

長な
が 

沼ぬ
ま　

正ま
さ 

美み　
　

氏

【
山
寺
下
組
財
産
区
管
理
委
員
】

　

柏
か
し
わ　

倉ぐ
ら 

順
じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う　
　

氏

　

布ふ 

施せ　

 

　

修
お
さ
む　
　

氏

　

布ふ 

施せ　

新し
ん 

一い
ち　
　

氏

　

矢や 

萩は
ぎ 

太た

四し

郎ろ
う　
　

氏

　

矢や 

萩は
ぎ　

長
ち
ょ
う　

正せ
い　
　

氏

　

矢や 

萩は
ぎ　

久ひ
さ 

義よ
し　
　

氏

　

山や
ま 

田だ　

健け
ん 

二じ　
　

氏

　

委
員
の
う
ち
、
９
人
の
任
期
が

６
月
３０
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
次
の
方
の
推
薦
に
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

　

安あ 

達だ
ち　

明あ
け 

美み　
　

氏

　

安あ 

部べ　

信の
ぶ 

雄お　
　

氏

　

植う
え 

田だ 

美み

由ゆ

紀き　
　

氏

　

勝か
つ 

見み　

祐ゆ
う 

子こ　
　

氏

　

金か
な 

澤ざ
わ　

孝こ
う 

治じ　
　

氏

　

小こ 

関せ
き　

德の
り 

雄お　
　

氏

　

柴し
ば 

田た　

公き
み 

利と
し　
　

氏

　

鈴す
ず 

木き　

洋よ
う 

子こ　
　

氏

　

村む
ら 

山や
ま　

良よ
し 

光み
つ　
　

氏

　

任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
選
挙
し
た
結
果
、
川

口
充
律
議
員
と
鈴
木
善
太
郎
議
員

が
当
選
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

最
上
川
中
部
水
道
企
業
団

議
会
議
員
に
２
議
員
が
当
選

異
な
る
も
の
の
、
感
染
症
病
床
や

集
中
治
療
室
の
大
幅
な
不
足
や
、

そ
れ
ら
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る

公
立
・
公
的
病
院
の
重
要
性
、
医

師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の
人
員

不
足
、
保
健
所
の
不
足
問
題
な
ど

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

そ
し
て
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
や

自
然
災
害
な
ど
の
際
に
、
経
済
活

動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
込

む
た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
、
そ
し
て
公
衆
衛
生
施
策
の
拡

充
を
要
望
す
る
。

　

３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
経
験
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
地
域
に
よ
り
課
題
は

意
見
書
（
要
旨
）

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
意
見
書

　３月定例会で審議された請願は、請願者からの撤回の申し出
があった１件を除き、継続審査中の１件と新たに提出された３
件です。陳情は新たに提出された１件を審査しました。各委員
会での審査結果は以下の通りです。

（※印は意見陳述が行われたものです。）

●議決の結果は、１３ページ「議案・請願の賛否一覧表」をご覧ください。

請願・陳情

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管
委員会

結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
２
号
（
２
）

継　

続

国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規
定）」の改正を求める意見書の採択、提
出を求めることについて

阿曽　　隆 総　　務 不採択
日本国民救援会
山形県本部
事務局長　日野一春

第
７
号
（
２
）

継　

続

国に対し「消費税５％以下への引き下げ
を求める意見書」の提出を求めることに
ついて 阿曽　　隆 総　　務 撤　回

山形民主商工会
会長　佐藤　弘

第
１
号
（
３
）

新　

規

安全・安心の医療・介護の実現と国民の
いのちと健康を守るための意見書の提出
を求めることについて

斉藤　栄治
川口　充律
阿曽　　隆
荒井　拓也

厚　　生 採　択

山形県医療労働組合連合会
執行委員長　渡辺勇仁

第
２
号
（
３
）

新　

規
※

「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現
につながる３０人学級」の実現を求めるこ
とについて

高橋　公夫
石澤　秀夫
佐藤亜希子

産業文教
採　択

（ ）議決結果
は不採択少人数学級をすすめる県民の会

世話人代表　高木紘一　ほか２人

第
３
号
（
３
）

新　

規

国に対し「消費税５％以下への引き下げ
を求める意見書」の提出を求めることに
ついて 阿曽　　隆 総　　務 不採択

山形民主商工会
会長　佐藤　弘

陳　
　

情

第
１
号
（
３
）

新　

規

国立病院の機能強化を求めることについて

厚　　生 採　択全日本国立医療労働組合
山形病院支部
支部長　西村　功
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‌ 会派
‌ 議員名

議案・請願

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 長
谷
川
幸
司
副
議
長

斎
藤
武
弘
議
長

議決
結果

井

上

和

行

佐

藤

清

徳

鈴

木

進

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

丸

子

善

弘

須

貝

太

郎

鈴
木
善
太
郎

荒

井

拓

也

渋

江

朋

博

武

田

聡

渡

辺

元

斎

藤

淳

一

石

澤

秀

夫

松

井

愛

佐

藤

秀

明

川

口

充

律

遠

藤

吉

久

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

小

田

賢

嗣

高

橋

公

夫

斉

藤

栄

治

議 第 ２８ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議第２９～３３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議第３６～３８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議会案第４号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 否決
継続請願第２号（２）× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 不採択
請 願 第 ２ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 不採択
請 願 第 ３ 号 × × × × × × × × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × － 不採択

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案・請願の賛否一覧表

○＝賛成　×＝反対　　　　‌斎藤武弘議長は採決に加わらない。　●請願の件名は、１２ページをご覧ください。
※‌議会案第４号、継続請願第２号（２）、請願第２号は投票の結果、賛成と反対が同数のため、議長裁決により否決および不採択となっています。

議決議案一覧（３月定例会）

※‌‌議第３号は２月２５日に議決。議第４号から議第６号は３月１０日に議決。その他の議案
および議会案は３月２３日に議決。

議決議案一覧（２月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第２号
令和２年度山形市一般会計補正予算
　内容は９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第３号
令和２年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第４号
～

議第６号

令和２年度山形市一般会計補正予算、令和２年度山形市公共下水
道事業会計補正予算、令和２年度山形市駐車場事業会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第７号
～

議第１９号

令和３年度山形市一般会計予算、令和３年度山形市水道事業会計
予算、令和３年度山形市公共下水道事業会計予算、令和３年度山
形市立病院済生館事業会計予算、令和３年度山形市国民健康保険
事業会計予算、令和３年度山形市後期高齢者医療事業会計予算、
令和３年度山形市介護保険事業会計予算、令和３年度山形市母子
父子寡婦福祉資金貸付事業会計予算、令和３年度山形市区画整理
事業会計予算、令和３年度山形市財産区会計予算、令和３年度山
形市駐車場事業会計予算、令和３年度山形市公設地方卸売市場事
業会計予算、令和３年度山形市農業集落排水事業会計予算
　内容は２～７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第２０号
～

議第２２号

市道路線の認定について、市道路線の廃止について、
市道路線の変更について
　１６路線を市道に認定するとともに、市道の１路線を廃止、６路
線を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第２３号
包括外部監査契約の締結について
　地方自治法の規定に基づき、令和３年度における包括外部監査
契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第２４号

山形市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の廃止について
　介護保険法の改正により、指定介護療養型医療施設が介護医療
院などの施設に移行したことに伴い、当該施設の人員、設備およ
び運営に関する基準を定める条例を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第２５号
山形市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について
　中小企業者の経営を支援する事業を継続して実施するため、‌
中小企業緊急経済対策金融支援基金を設置するものです。

可決
（全会一致）

議第２６号
山形市手数料条例の一部改正について
　建築物のエネルギー消費性能基準に係る法律の改正に伴い、‌
申請手数料の改定などをするものです。

可決
（全会一致）

議第２７号
山形市コミュニティセンター条例の一部改正について
　西山形コミュニティセンターの移転改築に伴い、同センターの
位置を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第２８号
山形市介護保険条例の一部改正について
　令和３年度から５年度までの第１号被保険者に係る保険料を‌
定めるものです。

可決
（一覧表参照）

議第２９号
～

議第３３号

山形市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正について、山形市指定介護予防サー
ビス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の一部改正について、山形市指定介護老人福祉施設の
人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ
いて、山形市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営
に関する基準を定める条例の一部改正について、山形市介護医療
院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

可決
（一覧表参照）

議第３４号
議第３５号

山形市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について、山形市養護老人ホームの設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３６号
～

議第３８号

山形市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について、山形市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正に
ついて、山形市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

可決
（一覧表参照）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

山形市議会会議規則の一部改正について
　議員の議会の欠席に関する規定および請願書への押印に関する
規定の整備などをするものです。

可決
（全会一致）

議会案
第２号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るため
の意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第３号

国立病院の機能強化を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第４号

「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる３０人学級」の
実現を求める意見書の提出について

否決
（一覧表参照）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第３９号
～

議第４７号

山形市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等
を定める条例の一部改正について、山形市指定介護予防支援等の
事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改
正について、山形市障がい福祉サービス事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について、山形市指定障がい福
祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例の一部改正について、山形市障がい者支援施設の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正について、山形市指定
障がい者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める
条例の一部改正について、山形市地域活動支援センターの設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、山形市福
祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて、山形市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第４８号
山形市児童館設置及び管理等に関する条例の一部改正について
　移転改築を進めている西山形コミュニティセンター内に「こど
もの部屋」を設置し、西部児童館を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第４９号
山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園を３カ所新設し、３カ所廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第５０号
山形市保健衛生関係手数料条例の一部改正について
　食品衛生法などの改正に伴い、食品営業許可申請に係る手数料
の改定などを行うとともに、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第５１号
山形市道路占用料条例の一部改正について
　道路法施行令の改正に合わせ、市道の占用料の額を改定するも
のです。

可決
（全会一致）

議第５２号
山形市法定外公共物の管理に関する条例の一部改正について
　市道の占用料の額を改定に合わせ、法定外公共物の占用料の額
を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第５３号
山形市特別用途地区建築条例の一部改正について
　建築基準法の改正に伴い、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第５４号

山形市体育館等設置、管理及び使用に関する条例の一部改正につ
いて
　あかねケ丘陸上競技場を市の施設として設置し、管理するもの
です。

可決
（全会一致）

議第５５号
山形市体育施設使用料条例の一部改正について
　あかねケ丘陸上競技場の使用料の額を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第５６号
～

議第６０号

山形市監査委員の選任について、山形市固定資産評価審査委員会 
委員の選任について、小白川財産区管理委員の選任について、 
関沢財産区管理委員の選任について、山寺下組財産区管理委員の
選任について
　詳細は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）
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※１　Ａルート…仙山圏交流連携促進に向けた道路交通網整備案の１つで、山寺と仙台市作並地区を接続するルート。
※２　交通結節点…鉄道やバス、タクシー、自転車など複数の交通手段の接続が行われる乗り換え拠点のこと。

　
　

新
た
な
道
路
整
備
と
し
て
、

仙
台
山
寺
線
Ａ※
１

ル
ー
ト
を
ベ
ー
ス

に
、
本
市
か
ら
愛
子
バ
イ
パ
ス
ま

で
を
、
片
側
二
車
線
の
国
道
４８
号

Q

バ
イ
パ
ス
道
路
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し
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、
国
や
県

に
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ど
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か
。

　
　

国
道
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し
て
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く
。
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共
交
通
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け
る
結
節
点

の
利
便
性
向
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た
め
、
各
駅
前

の
道
路
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し
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あ
る
の
か
。

　
　

地
域
公
共
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通
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は
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と
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付
け
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図
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。

　
　

仙
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図
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ど
う
か
。

　
　

仙
山
生
活
圏
と
類
似
し
た
都

市
圏
と
の
比
較
分
析
調
査
で
得
ら

れ
た
検
証
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、

機
能
強
化
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め

て
交
通
事
業
者
に
説
明
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
タ

ク
シ
ー
券
交
付
事
業
と
、
高
齢
者

外
出
支
援
の
バ
ス
定
期
券
補
助
の

公
平
性
は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
タ
ク
シ
ー

QA

QA

QA

● 一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

国
道
４８
号
の

バ
イ
パ
ス
化
を
図
れ

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

遠え
ん

藤ど
う　

吉よ
し

久ひ
さ

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
市
の
方
向
性
を
決
め
る
重
要

計
画
に
関
し
た
事
項
、
霞
城
公
園
の
整
備
、
新
市

民
会
館
、
旧
大
沼
デ
パ
ー
ト
関
連　

ほ
か

※‌‌

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

渡わ
た

辺な
べ　

　

元
は
じ
め

（
緑

政

会
）

旧
大
沼
を
活
用
し
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
猫

問
題
、
半
郷
清
掃
工
場
の
跡
地
利
用
、
須
川
の
河

川
改
修
、
き
ら
や
か
ス
タ
ジ
ア
ム　

ほ
か

佐さ

藤と
う

亜あ

希き

子こ

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
」
体
制
の
強
化
、
民

間
医
療
機
関
の
減
収
補
填
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

整
備
、
女
性
差
別
の
解
消
を
め
ざ
し
て

伊い

藤と
う　

香か

織お
り

（
新

翔

会
）

産
後
、
子
育
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
、
ス

ケ
ー
ト
場
の
建
設
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

市
産
材
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
へ
の
活
用

（
新

翔

会
）

佐さ

藤と
う　

清き
よ

徳の
り

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
中
心
市

街
地
活
性
化
、
山
形
駅
西
地
区
の
賑
わ
い
創
出
、

観
光
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興　

ほ
か

（
新

翔

会
）

浅あ
さ

野の　

弥や

す

し史

低
年
齢
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
罹
患
者
に
対
す
る
対
応
、

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
、
消
防
団
員
の
確
保　

ほ
か

中な
か

野の　

信し
ん

吾ご

（
新

翔

会
）

山
形
市
重
要
事
業
要
望
の
「
山
形
市
・
仙
台
市
間

の
交
通
網
の
強
化
」
、
山
形
市
地
域
公
共
交
通
計
画
、

山
形
市
高
齢
者
外
出
支
援
事
業　

ほ
か

松ま
つ

田だ　

孝た
か

男お

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
地
方
創
生
、
住
ま
い
の
支

援
、
弱
視
の
支
援
、
防
災
情
報
の
活
用
、
山
形
の

魅
力
向
上
と
発
信　

ほ
か

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
３
月

２
日
と
４
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

中な
か

野の　

信し
ん

吾ご 

議
員
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旧
大
沼
の
建
物
や
名
前
を
活

用
し
、
百
貨
店
と
し
て
再
興
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

旧
大
沼
の
中
長
期
的
な
利
用

方
法
な
ど
は
、
名
前
の
活
用
も
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
を

受
け
な
が
ら
、
旧
大
沼
利
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
で
検
討

し
て
い
く
。

　
　

済
生
館
の
再
整
備
は
中
心
市

街
地
に
行
う
と
の
考
え
で
よ
い
か
。

　
　

中
心
市
街
地
エ
リ
ア
へ
の
整

備
を
前
提
に
、
新
し
い
病
院
が
目

指
す
機
能
や
規
模
な
ど
の
基
礎
的

な
調
査
を
令
和
３
年
度
に
実
施
し
、

改
築
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

QAQA

券
の
交
付
額
を
２
万
円
に
増
額
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
効
果
を
検

証
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
支
援

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

卸
売
市
場
の
建
て
替
え
の
際
、

市
民
な
ど
が
利
用
で
き
る
直
売
所

や
道
の
駅
を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

一
般
消
費
者
向
け
の
物
販
施

設
な
ど
の
誘
客
施
設
を
併
設
し
た

卸
売
市
場
も
あ
る
た
め
、
他
市
場

を
参
考
に
、
付
加
価
値
向
上
に
つ

な
が
る
機
能
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

国
は
地※

域
食
農
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
が
、
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
家
や
事

業
者
の
参
画
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
多
様
な

業
種
が
参
画
す
る
こ
と
か
ら
、
６

次
産
業
化
の
推
進
に
有
効
な
事
業

で
あ
る
た
め
、
関
係
者
に
働
き
か

け
な
が
ら
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

教
材
費
な
ど
の
支
払
い
に
係

る
金
融
機
関
の
利
用
料
は
、
学
校

規
模
で
保
護
者
の
負
担
に
差
が
生

じ
る
。
県
と
同
様
に
、
保
護
者
負

担
と
な
ら
な
い
方
法
は
な
い
の
か
。

　
　

学
校
集
金
を
公
金
に
準
じ
る

取
り
扱
い
に
し
て
い
な
い
た
め
、

現
段
階
で
県
と
同
様
の
対
応
は
で

き
な
い
が
、
県
や
先
行
自
治
体
な

ど
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

　
　

水
道
の
供
給
益
が
全
国
平
均

と
２
・
４
倍
も
の
開
き
が
あ
る
が
、

料
金
の
今
後
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　

供
給
益
は
、
将
来
の
上
下
水

道
施
設
の
大
量
更
新
に
向
け
、
利

用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

確
保
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
も

適
正
な
料
金
の
設
定
に
努
め
、
持

続
的
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

QA

QA

QA

　
　

済
生
館
の
再
整
備
に
合
わ
せ
、

旧
大
沼
の
土
地
に
公
共
投
資
で
新

施
設
を
整
備
し
、
図
書
館
、
児
童

遊
戯
施
設
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
学
習

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
れ
ば
、
済
生

館
や
新
市
民
会
館
の
利
用
者
と
合

わ
せ
、
計
算
上
、
約
１
０
０
万
人
の

来
街
者
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
、

中
心
市
街
地
に
、
に
ぎ
わ
い
を
創

出
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

旧
大
沼
跡
地
の
利
活
用
に
関

し
て
は
、
現
在
、
山
形
市
都
市
振

興
公
社
と
組
織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
、
ど
の
よ
う
な
機
能

が
必
要
か
を
検
討
し
て
い
る
。
民

間
事
業
者
な
ど
か
ら
の
提
案
も
考

慮
し
、
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
の
価

値
向
上
に
つ
な
げ
る
観
点
で
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
　

き
ら
や
か
ス
タ
ジ
ア
ム
に
全

面
フ
ル
カ
ラ
ー
の
大
型
映
像
装
置

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
汎
用
性

が
高
く
、
既
存
施
設
の
有
効
利
用

促
進
や
山
形
の
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
設
備
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

施
設
の
有
効
利
用
の
促
進
や

交
流
人
口
の
拡
大
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
る
が
、
大
規
模
改
修
と

な
る
た
め
、
今
後
の
全
体
的
改
修

の
際
に
、
施
設
の
利
用
実
績
も
勘

案
し
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　

飼
い
主
不
明
の
猫
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
急
増
す
る
中
、
２
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
補
助
金
交
付
事
業
は
、

補
正
予
算
を
含
め
早
急
な
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

当
事
業
は
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
そ
の
効
果
が
期
待
で
き

る
た
め
、
補
正
予
算
に
よ
る
対
応

も
含
め
、
年
間
を
通
じ
た
事
業
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

現
存
の
ス
ケ
ー
ト
場
は
改
修

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
状
態
の

た
め
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
蔵
王

地
区
に
新
設
し
、
地
域
全
体
を
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
地
と

し
て
国
内
外
に
発
信
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
県
内
唯
一
の
施
設
と
し

て
県
と
連
携
・
協
議
し
、
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　

ス
ケ
ー
ト
場
の
新
設
や
移
転

は
、
県
全
体
の
競
技
力
向
上
に
つ

な
が
る
施
設
整
備
と
な
る
た
め
、

県
や
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

令
和
２
年
１０
月
に
議
長
お
よ

び
各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
に
提

言
し
た
、
須
川
お
よ
び
そ
の
支
流

へ
の
災
害
対
策
の
進
展
状
況
は
ど

う
か
。

　
　

重
要
事
業
と
し
て
、
国
や
県

に
対
し
、
須
川
改
修
の
促
進
を
要

望
し
て
い
る
が
、
河
川
改
修
の
整

備
促
進
を
よ
り
一
層
強
く
要
望
し

て
い
く
。

QAQ

AQAQ

AQA

中
心
市
街
地
に
公
共
投
資
で

１
０
０
万
人
！

渡わ
た

辺な
べ　

　

元
は
じ
め 

議
員

※　地域食農連携プロジェクト…地域の農林水産物が地域産業の中で有効活用されるように、食と農の関係者が、持続的なビジネスを創出する活動。

▲旧大沼跡地を中心に開催された街なかマルシェ

▲国土強靱化に向け、バイパスの整備を！
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デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
地
方

創
生
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

ス※
１

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に

向
け
、
令
和
３
年
度
に
基
本
計
画

QA

を
策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積

極
的
に
活
用
し
た
課
題
解
決
や
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
に
不

Q
　
　

年
々
複
雑
化
す
る
福
祉
の
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
窓
口
の
人

員
増
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
の
強

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
窓
口
の
さ
ら
な
る
ス

キ
ル
の
向
上
、
庁
内
の
連
携
強
化

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
る
相
談
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
令
和
２
年
７
月

か
ら
生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談
窓
口
の

相
談
員
を
２
人
増
員
し
て
い
る
。

　
　

介
護
職
員
の
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
市
独
自

の
処
遇
改
善
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　

山
形
市
介
護
人
材
確
保
推
進

QAQA

安
が
あ
る
方
へ
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
普
及
策
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

自
治
体
版
マ※
２

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

ニ
ー
ズ
や
有
効
性
、
取
り
組

み
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

押
印
廃
止
の
取
り
組
み
推
進

に
お
け
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

認
印
の
押
印
を
原
則
廃
止
す

る
。

　
　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
内

容
は
ど
う
か
。

　
　

経
済
的
な
理
由
で
結
婚
に
踏

み
切
れ
な
い
若
年
層
に
住
宅
取
得

費
用
ま
た
は
住
宅
賃
借
費
用
、

引
っ
越
し
費
用
を
補
助
す
る
。

　
　

市
産
材
の
利
用
拡
大
を
促
進

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

塀
や
柵
な
ど
外
構
部
の
木
質

化
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

日※
３

常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

の
給
付
品
目
に
暗※
４

所
視
支
援
眼
鏡

を
追
加
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
先
進
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
を
参
考
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

協
議
会
で
、
賃
金
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
の
ほ
か
、
職
場
環
境
の

改
善
、
介
護
の
魅
力
発
信
、
介
護

現
場
の
生
産
性
向
上
な
ど
、
総
合

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

市
が
独
自
に
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
を
行
い
、
介
護
保
険
料

の
さ
ら
な
る
軽
減
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
利
用
料
の
軽
減
策

も
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　

国
か
ら
、
市
町
村
が
独
自
に

行
う
保
険
料
の
減
免
に
対
し
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
わ

な
い
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
利

用
料
の
軽
減
は
、
平
成
１３
年
度
か

ら
介
護
保
険
利
用
者
負
担
助
成
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
制
度
の
周
知

と
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　
　

現
行
の
保
育
士
配
置
基
準
は

あ
ま
り
に
も
低
い
。
感
染
症
対
策

や
保
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
保

育
士
配
置
基
準
の
上
乗
せ
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
、
配
置
基
準
に

係
る
条
例
改
正
は
考
え
て
い
な
い

が
、
保
育
士
確
保
対
策
や
離
職
防

止
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

１８
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
予
防
接
種

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ン
よ
り
も
さ

ら
に
進
ん
だ
少
人
数
学
級
と
な
る

よ
う
、
県
に
働
き
か
け
て
は
ど
う

か
。

　
　

き
め
細
や
か
な
教
育
と
協
働

的
な
学
び
が
で
き
る
適
正
な
学
級

規
模
を
、
今
後
も
県
や
国
に
要
望

し
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
生
か
ら
「
給
食
時

間
が
短
い
」
と
の
声
を
聞
く
。
適
切

な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

早
め
の
準
備
や
学
級
担
任
外

教
員
に
よ
る
配
膳
の
手
伝
い
な
ど
、

各
学
校
で
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
喫
食
時
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
校
長
会
な

ど
を
通
し
て
指
導
し
て
い
く
。

　
　

女
性
に
非
正
規
雇
用
が
多
い

の
は
、
家
事
・
育
児
・
介
護
を
無

償
で
担
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

女
性
の
活
躍
に
は
、
質
の
高
い
保

育
・
介
護
制
度
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
役
所
の
幹
部
職
員
の
女
性
比
率

な
ど
は
改
善
さ
れ
て
き
た
が
、
世

界
か
ら
見
れ
ば
遅
れ
て
い
る
。
今

後
の
目
標
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
計
画
や
、
令
和
３
年
度

策
定
予
定
の
第
４
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
、
十
分

に
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQAQA

QAQA

市
独
自
に

保
育
・
介
護
の
改
善
を
図
れ
！

市
民
に
寄
り
添
っ
た

次
代
の
地
方
創
生
を
！！

▲４歳 ３０：１で安全に保育できるのか

松ま
つ

田だ　

孝た
か

男お 

議
員

佐さ

藤と
う

亜あ

希き

子こ 

議
員

※１　スマートシティ…ＩＣＴを活用して生活の質の向上や、経済循環の促進、社会課題の解決を図る取り組み。
※２　マイナポイント…‌‌マイナンバーカードを使って予約・申し込みを行い、選んだキャッシュレス決済サービスでチャージや支払いをすると利用金額の２５％分

のポイントがもらえるサービスで、１人当たりの上限は５，０００円としている総務省の施策。
※３　日常生活用具給付等事業…在宅の障がい者などが日常生活を営む上で必要な用具を給付する事業で、品目は市町村が独自に定めている。
※４　暗所視支援眼鏡…暗い場所で見えにくくなる夜盲症などの症状を支援するための眼鏡。
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産
後
ケ
ア
事
業
の
す
べ
て
の

対
象
期
間
を
、
産
後
１
年
未
満
ま

で
に
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
４
月
よ
り
、
乳
房

ケ
ア
と
マ
マ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
対
象

時
期
を
産
後
１
年
未
満
ま
で
に
拡

充
し
、
利
用
回
数
も
増
や
す
な
ど

支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

災
害
時
に
備
え
、
お
む
つ
や

お
し
り
ふ
き
の
ほ
か
、
離
乳
食
や

乳
幼
児
向
け
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

品
の
備
蓄
も
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

液
体
ミ
ル
ク
と
哺
乳
ボ
ト
ル

の
備
蓄
を
令
和
２
年
度
よ
り
開
始

し
た
。
備
蓄
品
の
拡
充
は
、
他
自

治
体
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

　
　

デ
ー
タ
放
送
に
よ
る
防
災
情

報
発
信
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

防
災
情
報
の
有
効
な
活
用
を

放
送
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

御
殿
堰
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
軸
と
し
て
、

御
殿
堰
沿
い
の
歩
道
や
回
遊
性
を

高
め
る
小こ

径み
ち

の
整
備
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　

御
殿
堰
の
、
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登

録
の
認
定
要
件
を
精
査
す
る
。

　
　

山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
の

準
備
や
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
お
よ
び

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
、
前
日
の
山

形
ま
る
ご
と
祭
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ

と
同
日
に
七
日
町
で
開
催
す
る
こ

と
や
、
市
の
特
産
物
を
提
供
す
る

プ
ラ
ン
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
券
の
追
加

発
行
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
実
施
の
可
否
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

市
営
駐
車
場
に
事
前
精
算
機

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

事
前
精
算
機
の
導
入
や
、
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
の
連
携
な
ど

の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

温
泉
に
入
浴
し
た
際
に
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｓス

ク

ス

ク

Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

温
泉
で
の
休
養
は
健
康
増
進

に
役
立
つ
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
付
与

を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQ

AQA

　
　

山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
の
仕

組
み
を
活
用
し
、
本
市
内
の
産
後

ケ
ア
事
業
実
施
施
設
で
出
産
し
た

他
自
治
体
在
住
の
母
親
も
、
本
市

の
産
後
ケ
ア
事
業
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
内
の
事
業
所
に
て
、
産

後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し
て
い
る
近

隣
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
仕
組
み

の
活
用
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

出
産
前
に
助
産
師
や
保
健
師

か
ら
、
産
後
う
つ
予
防
の
指
導
や

助
言
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

マ
マ
パ
パ
教
室
で
の
講
話
の

ほ
か
、
産
後
う
つ
の
リ
ス
ク
が
あ
る

方
に
は
、
家
庭
訪
問
時
に
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
精
神

面
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
な
ど
の
高
額
な
子
育
て

用
品
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

子
育
て
用
品
は
使
用
期
間
が

限
定
さ
れ
る
た
め
、
補
助
の
在
り

方
も
含
め
て
調
査
し
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
連
れ
で
の
移
動
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
山
形
駅
や
交

通
結
節
点
な
ど
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
貸

出
場
所
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

子
ど
も
連
れ
の
外
出
は
荷
物

な
ど
が
多
く
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
持

ち
歩
く
負
担
も
あ
る
た
め
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
内
の
遊

具
や
ゲ
レ
ン
デ
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
の
確
保
と
、
子
ど
も
連
れ

家
族
の
誘
客
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
も
参
画
し
て
国
際
競
争

力
の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成

促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
と
協
議
し
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ギ※
１

フ
テ
ッ
ド
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
の
在
り
方
を
教
育
行
政

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
個
別

最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
充
実
を
期

待
し
て
お
り
、
教
職
員
研
修
も
進

め
、
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ア
ク
セ
ス
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
良
い
黒
沢
温
泉
を
ワ※
２

ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
拠
点
滞
在
地
と
し
て
活

か
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
強
み
を
活
か
し
た

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
方
策
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
黒
沢
温
泉
も

含
め
た
拠
点
滞
在
地
と
し
て
の
可

能
性
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQA

QAQA

産
後
ケ
ア
の
充
実
と

子
ど
も
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
！！

▲乳幼児向け備蓄品の充実を

▲暗い場所や夜間見えにくい方への支援を

※１　ギフテッド…特定、またはいくつかの領域において飛び抜けた才能を持つ人。圧倒的な才能ゆえに問題を抱えやすい側面もある。
※２　ワーケーション…観光地やリゾート地でテレワークを活用し、働きながら休暇をとる過ごし方。

伊い

藤と
う　

香か

織お
り 

議
員

令和２年度より備蓄を開始した
液体ミルクと哺乳ボトル
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新
規
消
防
団
員
が
少
な
い
中
、

令
和
２
年
９
月
定
例
会
で
提
言
し

た
、
大
学
と
連
携
し
た
消
防
団
員

確
保
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

Q

　
　

市
内
の
３
大
学
と
協
議
を
重

ね
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
大
学
内
で
の
説

明
会
開
催
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
大
学
側
か
ら
、
学
業
へ
の
影

A
　
　

令
和
３
年
度
か
ら
の
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
基
本
計

画
の
策
定
は
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　

３
年
度
当
初
に
計
画
の
策
定

を
行
う
事
業
者
を
公
募
し
、
年
度

内
に
策
定
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

く
。
現
状
や
課
題
を
整
理
し
、
関

係
す
る
事
業
者
な
ど
と
の
意
見
交

換
も
行
い
な
が
ら
、
基
本
方
針
や

内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

Ｊ
Ｒ
山
形
駅
東
口
幸
町
周
辺

の
か
す
み
公
園
や
近
隣
駐
車
場
を

含
め
た
エ
リ
ア
一
帯
の
再
開
発
を

検
討
し
、
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

再
開
発
の
推
進
に
は
、
地
権

QAQA

響
の
懸
念
や
災
害
現
場
出
動
へ
の

配
慮
の
希
望
な
ど
が
あ
り
、
学
生

団
員
の
活
動
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
大
学

側
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
学
校
の
部
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
対
外
試

合
禁
止
と
し
て
い
る
が
、
規
制
緩

和
の
基
準
は
ど
う
か
。

　
　

県
の
注
意
・
警
戒
レ
ベ
ル
も

基
準
の
一
つ
と
し
、
市
保
健
所
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
市
中
体
連

と
協
議
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
練

習
試
合
な
ど
を
再
開
し
て
い
く
。

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
で

は
、
中
学
校
の
部
活
動
の
対
応
状

況
を
基
に
同
様
に
対
応
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
　

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使

用
料
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用

上
限
額
（
２
カ
月
で
２
万
円
）
を

撤
廃
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

使
用
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
も
含

め
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

単
独
で
の
入
院
が
難
し
い
低

年
齢
児
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し

た
場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

保
護
者
と
同
室
で
の
入
院
や
、

感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
の
自

宅
療
養
な
ど
、
県
や
関
係
機
関
、

QA

Q

AQA

者
の
開
発
意
欲
の
醸
成
が
カ
ギ
に

な
る
こ
と
か
ら
、
山
形
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
と
の
連
携
の

も
と
、
勉
強
会
な
ど
を
通
し
て
地

権
者
の
意
向
を
聴
取
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
開
発
手
法
を

含
め
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
駆
使
し
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
す
個
人

や
企
業
な
ど
の
育
成
や
、
活
動
に

対
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

山
形
商
工
会
議
所
な
ど
の
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
創
業
を

希
望
す
る
方
に
対
し
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
や
創
業
ゼ
ミ
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
目
指
す

個
人
や
企
業
な
ど
は
、
本
市
の
発

展
を
支
え
る
存
在
に
な
り
得
る
と

認
識
し
て
お
り
、
育
成
や
活
動
へ

の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　

旧
大
沼
山
形
本
店
の
土
地
と

建
物
を
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
の
議
論
を
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
民

間
の
力
を
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

　
　

３
年
度
に
サ※

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

市
場
調
査
を
実
施
し
、
幅
広
く
民

間
事
業
者
か
ら
提
案
を
も
ら
う
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
利
活

用
方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
広
場
、
県

総
合
文
化
芸
術
館
前
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
、
山
形
テ
ル
サ
敷
地
で
、
季

節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

市
民
の
ほ
か
、
仙
台
や
関
東
圏
か

ら
の
集
客
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

各
文
化
施
設
や
利
用
可
能
な

ス
ペ
ー
ス
で
事
業
の
創
出
や
連
携

し
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
だ
け
で
な
く
、
観

光
客
に
も
、
ま
ち
な
か
を
回
遊
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
を

エ
リ
ア
全
体
に
波
及
し
て
い
く
。

　
　

山
寺
の
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
地
元
と
協
力

し
て
、
五
大
堂
か
ら
眺
め
る
一
面

の
紅
花
畑
の
景
観
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

紅
花
栽
培
に
加
え
、
３
年
度

よ
り
、
地
元
観
光
協
会
な
ど
と
協

力
し
て
紅
花
の
あ
る
景
観
づ
く
り

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

撤
去
が
予
定
さ
れ
て
い
る
霞

城
公
園
内
県
体
育
館
お
よ
び
武
道

館
の
代
替
施
設
を
望
む
声
は
多
い

が
、
県
と
の
協
議
状
況
や
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

県
へ
重
要
事
業
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
具
体
的
な
方
向

性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

QA

QAQA

QAQA

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を

加
速
せ
よ
！

担
い
手
不
足
の
消
防
団
員
確
保
へ

行
政
は
全
力
で
取
り
組
み
を
！！

▲集客が図れる県都の玄関口への整備を

※　サウンディング…市有地などの有効活用に向け、民間事業者との意見交換を通じて、事業に対し、さまざまなアイデアや意見を把握する調査。

浅あ
さ

野の　

弥や

す

し史 

議
員

佐さ

藤と
う　

清き
よ

徳の
り 

議
員
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環
境
基
本
計
画
と
カ※
１

ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
具
体
的
な
施
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
関
連

す
る
産
業
の
誘
致
や
育
成
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

（
仮
称
）
第
４
次
山
形
市
環

境
基
本
計
画
で
は
、
５
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
計

画
し
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
革
新
的

な
イ※
２

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ

り
、
国
は
、
そ
の
研
究
開
発
を
加

速
化
す
る
た
め
の
支
援
を
明
言
し

て
お
り
、
ロ※
３

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

や
、
国
と
地
方
が
議
論
す
る
、
国
・

地
方
脱
炭
素
実
現
会
議
が
開
催
さ

QA

医
師
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
別
事

例
を
考
慮
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
ま
で
が
無
償
と
な
る
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
高
校
１
年

生
か
ら
開
始
し
た
場
合
は
、
市
独

自
で
３
回
目
の
接
種
ま
で
無
償
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

２
年
１１
月
の
個
別
通
知
後
に

接
種
を
開
始
し
、
年
度
内
に
終
了

で
き
な
か
っ
た
方
に
助
成
を
行
う
。

　
　

県
は
保
育
料
を
段
階
的
に
無

償
化
す
る
と
し
て
い
な
が
ら
、
県

の
負
担
は
２
分
の
１
で
、
残
り
は

市
町
村
が
負
担
し
、
そ
の
支
出
は

市
町
村
の
判
断
に
委
ね
る
と
し
て

い
る
が
、
い
つ
市
町
村
に
周
知
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
無
償
と
す
る

た
め
の
財
源
は
、
知
事
の
公
約
で

も
あ
り
、
市
町
村
任
せ
で
は
な
く
、

県
が
全
額
支
出
す
る
よ
う
、
県
市

長
会
を
通
し
て
強
く
要
望
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

３
年
２
月
１６
日
に
周
知
さ
れ

た
が
、
実
施
主
体
の
県
が
、
市
町

村
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
県
内
統

一
し
た
制
度
を
構
築
し
実
施
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
各
市
と

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
県
市

長
会
を
通
し
て
県
に
要
望
す
る
な

ど
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

男
性
職
員
の
育
児
参
加
休
暇

を
５
日
間
か
ら
１２
日
間
へ
延
長
し
、

育
児
時
間
休
暇
を
生
後
２
カ
月
ま

で
に
義
務
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

休
暇
の
必
要
性
な
ど
は
家
庭

環
境
な
ど
に
よ
り
異
な
る
た
め
、

一
律
に
休
暇
を
義
務
化
す
る
こ
と

や
育
児
参
加
休
暇
の
見
直
し
は
考

え
て
い
な
い
が
、
社
会
情
勢
や
国
、

他
自
治
体
の
状
況
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

QA

Q

A

QA

れ
て
い
る
。
高
い
技
術
の
導
入
・

普
及
促
進
に
よ
り
、
国
民
が
受
け

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
や
自
治
体
へ
の
財
政
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
国
に

対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。
ま

た
、
（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
開
発
事
業
で
誘
致
す
る

業
種
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
く
ほ
か
、
森
林
の
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
森
林
吸
収
量
の

増
加
や
林
業
の
雇
用
創
出
に
も
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
森
林

経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森
林

整
備
を
加
速
し
て
い
く
。

　
　

中
心
市
街
地
に
向
か
う
に
は
、

川
や
奥
羽
本
線
、
バ
イ
パ
ス
を
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
渋
滞
解
消

が
急
務
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

千
歳
橋
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
４
車
線
化
の
進
展
状
況
は

ど
う
か
。
さ
ら
に
、
渋
滞
緩
和
に

向
け
、
市
負
担
で
の
右
折
信
号
機

設
置
を
警
察
に
対
し
て
要
望
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

市
街
地
周
辺
部
と
中
心
市
街

地
を
結
ぶ
主
要
な
路
線
は
、
都
心

直
結
道
路
と
し
て
、
整
備
を
進
め

て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
西

側
区
間
の
４
車
線
化
は
、
事
業
主

体
の
県
に
対
し
、
早
期
実
現
を
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
号
機
は

法
令
に
よ
り
、
市
が
負
担
し
て
設

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

農
業
振
興
地
域
の
開
発
と
住

宅
建
設
が
進
み
、
農
業
振
興
地
域

と
し
て
の
役
割
や
そ
の
機
能
を
終

え
た
地
域
が
出
て
き
て
い
る
。
市

街
化
区
域
に
編
入
し
、
用
途
地
域

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
は
、

国
や
県
の
厳
し
い
規
制
に
よ
っ
て

容
易
に
実
行
で
き
な
い
が
、
取
り

組
め
る
方
法
を
模
索
し
、
さ
ら
な

る
土
地
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い

く
。

　
　

旧
大
沼
デ
パ
ー
ト
の
土
地
や

建
物
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、

済
生
館
の
建
て
替
え
と
あ
わ
せ
て

一
帯
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
の
活

用
策
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

ま
と
め
、
「
行
政
財
産
」
と
し
て

機
能
さ
せ
て
、
市
民
に
示
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

旧
大
沼
の
利
活
用
に
あ
た
り
、

エ
リ
ア
一
帯
の
価
値
が
高
ま
る
よ

う
、
本
市
と
山
形
市
都
市
振
興
公

社
で
組
織
す
る
旧
大
沼
利
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
に
お
い

て
、
利
活
用
策
を
検
討
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
利
活
用
策
が
良
い
の

か
、
民
間
事
業
者
の
提
案
も
踏
ま

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。

Q

AQA

QA

市
民
生
活
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

脱
炭
素
社
会
へ
の
構
築
を

▲渋滞緩和の早期実現を

▲災害時の救助活動も担う消防団員

※１　カーボンニュートラル…二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林による吸収量などを差し引いて、ゼロとすること。
※２　イノベーション…新たな考え方や技術を取り入れて、新たな価値を生み出し、社会にインパクトのある革新などをもたらすこと。
※３　ロードマップ…事業の目標に達するまでの計画案を時系列にしたもの。

遠え
ん

藤ど
う　

吉よ
し

久ひ
さ 

議
員
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協議してきた事項

１ 模擬議会に関すること

２ 広報・広聴に関すること

３ 保育室の運用に関すること

４ 議会ＩＣＴ化に関すること

５ 災害時対応に関すること

６ 妊娠・出産時の表決に関すること

７ 議会事務局の体制強化に関すること

８ その他、議会の活性化等に関すること

協議の結果を受けて実施する
主な事項（実施済みも含む）

○広報広聴委員会の設置（令和３年度から）

○タブレット端末および

　議会棟へのWi-Fi導入（令和３年度から）

○山形市議会災害時対応マニュアル改正

 （令和２年７月）

○  産前産後の女性議員の表決権の取り扱い

を検討するよう国に対して意見書を提出

 （令和２年３月）

議場演奏会を開催しました議場演奏会を開催しました
　市議会をより身近に感じていただくため、４回目となる議場演

奏会を令和３年２月９日に開催し、約６０人の皆さまからご参加い

ただきました。

　これまでは議場見学会と併せて実施しておりましたが、今回は

新型コロナウイルス感染症の影響により規模を縮小し、議場演奏

会のみの実施となりました。

　議場演奏会では、山形交響楽団のフルートと弦楽器の四重奏に

よる、ヘンデルやモーツァルトの楽曲をはじめ、シャル・ウィ・

ダンス、最上川舟唄、ソーラン節など親しみのある曲も含めた素

敵な演奏をご堪能いただきました。

　ご参加いただきました皆さま、誠にありがとうございました。

　

風
薫
る
５
月
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
行
事
の
縮
小
や
経
済
格
差

の
拡
大
な
ど
、
苦
し
さ
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
暮
ら
し
を
支

え
る
市
政
の
役
割
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
新
年
度
予
算
を

審
議
し
た
３
月
定
例
会
の
内
容
を

お
伝
え
し
、
議
会
報
委
員
会
は
役

割
を
終
え
ま
す
。
次
号
か
ら
は
、

広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て
新
た
な

体
制
で
「
み
ち
し
る
べ
」
を
お
届

け
し
ま
す
。
民
主
主
義
の
要
か
な
め

は
議

論
を
尽
く
す
こ
と
。
そ
の
議
論
内

容
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
、
広

報
の
充
実
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

議
会
報
委
員
長　

佐
藤
亜
希
子

　
　
　

副
委
員
長　

武
田　

新
世

　
　
　
　
　

委
員　

松
井　
　

愛

　
　
　
　
　

委
員　

小
田　

賢
嗣

　
　
　
　
　

委
員　

鈴
木　
　

進

　
　
　
　
　

委
員　

渋
江　

朋
博

現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る

最
後
の
号
と
な
り
ま
し
た

議会改革検討委員会

　本市議会では、議会改革に向けた検討・協議を行うため、令和元年１０月に議会改革検討委員会を設置

し、計１８回委員会を開催するなど、検討を重ねてきました。

　令和３年３月定例会では、その活動状況を全員協議会へ報告しました。

　さらなる議会の活性化に向け、今後も協議を

行ってまいります。

活動状況を全員協議会へ報告

▲後列左から鈴木（進）、小田、松井、
　武田（新）、佐藤（亜）、渋江委員
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